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複雑さが必要である。それが自己組織的な情
報の流れの中で、個人が自由意志を保つ要件
と考えられるからである。大学はそのための
教育をする機関であるが、学生に努力を強要
して達成されるようなものではなく、自然に
複雑な知識構造を涵養させてくれる学習シス
テムが必要だろう。
大学教育の普遍的理念
――「リベラル教育」(liberal education) について
京都学園大学　経済学部教授 竹　熊　耕　一
１．はじめに
　1991年に「大学設置基準」が大綱化され、
それまでの開設科目区分、すなわち全学共通
の一般教育と学部・学科ごとの専門教育とい
う枠づけも撤廃された。それによってわが国
の大学は、共通学修と専門性を統合したそれ
ぞれ独自の学士課程の構築に取り組むことに
なった。しかし周知のごとく、その帰結は、
学部間の縦割り構造の中で専門分野のみが肥
大し、共通部分が縮小・衰退する結果であっ
た。
　90年代後半の大学審議会はそうした変化を
憂い、学士課程全体の「教養教育」化をうな
がす趣旨の提言をいくつか行なった。その中
では1998年の答申「21世紀の大学像と今後の
改革方策について」が際立っている。そこに
は、学士課程の最重要課題は、「幅広く深い
教養、高い倫理観、実践的な語学能力・情報
活用能力」を基礎に「自ら主体的に学び、考
え、柔軟かつ総合的に判断」できる「課題探
求能力」の養成にあると明記されている。い
わゆる専門教育は学士課程の段階では「基本・
基礎」のレベルにとどめるべきという同答申
の勧告は、反面で、普通教育的な内容こそが
学士課程の柱にならなければならないという
先鋭な裁断であった。
　この指針は、明治以来一貫して学術専門教
育あるいは職業技術教育を主眼としてきたわ
が国の高等教育に、大きな方向転換をせまる
ものである。大衆化とともに学生層が多様化
し、一方で学術の高度化や学際化、そして職
業界の変貌も目まぐるしく進む。こうした状
況下で学士課程が果たすべき役割は、「特定
の分野における完成教育」よりも、むしろ「生
涯学び続ける基礎を培う」ような「より普遍
的な教育」の定着にあるという画期的な判断
が示されたのである。
　こうした提言がなされたのは、50年前、第
２次大戦敗戦後に一旦受容したアメリカ・モ
デルを、改めて自覚的に採り入れる必要が認
識されたことによる。新制大学は、アメリカ
教育使節団の勧告と占領軍の後押しによっ
て、明治以来のドイツ的な研究大学モデルを、
「一般教育 general education」（＝高等普通
教育）をふくんだアメリカ風の市民育成型モ
デルに切り替えてスタートした。しかしなが
ら、専門中心の土壌に移植された「教養課程」
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は、専門教育と有機的に接合されることがな
く、両者の一貫性のない併存状態は大学を教
育機関として活性化するにいたらなかった。
わが国の高等教育は、そうした混迷状態のま
ま、かつてない膨張の時代に入っていったの
である。20世紀終盤にようやく出されたこの
「より普遍的な教育」という指針は、かつて
不消化なまま導入したアメリカ的な市民教育
の理念、すなわち「リベラル教育」（liberal 
education）の考え方を拠り所にして、学士
課程再編成の可能性を指示したものと見るこ
とができる １。
　21世紀初頭の中央教育審議会答申の中で注
目されるのは、大学・短大進学率が50％を超
える「ユニバーサル段階」に突入したばかり
の2005年の「我が国の高等教育の将来像」、
そして、学習成果の標準化という課題を提起
した「学士課程教育の構築に向けて」（2008
年）である。前者は「21世紀型市民」の育成
に、後者は「学士力」の涵養にそれぞれ照準
を合わせている。ともに、各人の専攻分野に
かかわらず将来社会人として生きる上で等し
く緊要な資質能力を詳説し、望ましい市民像
を焦点化したもので、やはりこれらも「リベ
ラル教育」の推進に連なる提言といえる。
　小稿は何かの「新発見」の報告ではない。
誤解や混乱を経て、ようやくわが国の高等教
育政策にも影響を及ぼしつつある「リベラル
教育」というモデルの、歴史的な経緯や理念
的特質を瞥見するだけのものである。
２．リベラル教育の前史
　わが国では、「リベラルアーツ教育」とい
う言葉が主に「教養教育」の意味で使われて
いるのをよく目にする。「リベラルアーツ学
部」「リベラルアーツ学群」などと称する学
部組織をもつ私立大学まである。これに対し
て「リベラル教育」は必ずしも一般的でな
い。しかし、その「本家」となったアメリカ
では“liberal education”が普通に用いられ
る語で、“liberal arts education”とは比較に
ならない頻度で使われている。その“liberal 
education”は、古代ギリシアに始まる西欧
文明史を貫く教育の理念であって、日本語圏
にはこれに類するものがない。それを「一般
教養教育」などと訳してしまうと、その豊か
な含意が失われ、一面的な理解を導く恐れも
ある。そこで近年では、無理に日本語をあて
ず、そのまま「リベラル・エデュケイション」、
もしくは「リベラル教育」と表記されること
が多くなった２。
　「リベラル教育」と「リベラルアーツ教育」
の根はもともと一つであり、英語圏でも互換
的に用いられることがある。だが後述するよ
うに、現代ではより厳密に使い分ける語法が
広がりつつある。
　「リベラル教育」の観念は、遠くアリスト
テレスに遡る。人間の生活を〈多忙〉と〈閑
暇〉とに分け、労働と実務に追われる前者に
たいして、哲学や自然研究、さらには音楽や
美的な技芸といった「高尚な楽しみ」に後者
をあてる自由市民の生活を称揚した彼は、有
用性や必要性などにとらわれない、知性の自
己充足的な活動のための「リベラルな」＝「自
由人にふさわしい」教育を構想した。
　ヘレニズム期には、知性をバランスよく
開発する「エンキュクリオス・パイデイア」
（encyclopedia の語源）と呼ばれる課程が標
１　このあたりの大学審議会の政策指針については、拙稿「学士課程・教養教育・一般教育――大学審議会の基本構想から―
―」『京都学園大学経済学部論集』第13巻第２号、2003年12月、で詳述した。
２　代表的なものとして、松浦良充「リベラル・エデュケイションと〈一般教育〉――アメリカ大学・高等教育史の事例から――」
『教育学研究』日本教育学会、66-4、1999年12月。松井範惇『リベラル教育とアメリカの大学』（西日本法規出版）2004年。
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準化され、やがてそれはローマ期に、「自由
学芸七科」（septem artes liberales, 文法、弁
証術、修辞学の言語系三学＋算術、幾何、天
文、音楽理論の数学系四科）として定型化さ
れる。いわゆる「リベラルアーツ」の祖型で
ある。ローマ人がそうした学芸教育に期待し
たのは、ギリシア風の世界観照ではなく、広
範な学識と高い道徳性、優れた判断力と実行
力を兼備した国家的指導者の養成であった。
　古代の学問のエッセンスを集めた「自由学
芸」は、中世から近代にいたるヨーロッパ教
育に受け継がれた。古代の自由市民を錬磨し
た諸科は、中世のキリスト教社会でも内容を
若干変じて、修道士や僧侶の育成・訓練のた
めのカリキュラムとなり、そして間もなく誕
生していく大学では、神学、医学、法学の三
専門学部の予備的課程である学芸学部で講じ
られた。この時代の「リベラルアーツ」は、
アリストテレスの論理学、倫理学、自然哲学
を主要な中身として、高度な専門職業教育に
先立つ基礎学術課程を構成したのである。
　古代の学芸が復興したルネッサンス期に
は、ギリシア・ローマの古典研究を通して精
神を磨き高めることを目的とする人文主義教
育が高揚し、ヨーロッパを席巻する。古典語
と古典文学に置き換わった「リベラル教育」
は、もはや専門職業教育の基礎課程ではなく、
人間性の調和的発展をめざす教養教育の範型
となった。そして国家的指導者を養成する大
学、それに連なる英・仏・独各国の特権的中
等機関（グラマースクール、リセ、ギムナジ
ウムなど）の性格・伝統を、およそ19世紀半
ばまで強固に形づくったのである３。
３．アメリカにおける新展開
　「リベラル教育」の源流はこのようにヨー
ロッパにある。そこへ新興国アメリカが、イ
ギリスの植民地時代に簇世した「カレッジ教
育」を通した新型として加わってくる。それ
は、古代の英知とキリスト教文明を集積し、
国境を超えたネットワークをもつヨーロッパ
の権威ある諸大学とは様相を異にする舞台
だった。古典語・古典文学、数学、哲学など
の全教科必修課程を通して、聖職者や法律家、
行政官、教員といった地域社会のリーダーを
育てようとする小規模の学校――そうした
民間の高等普通教育機関である「カレッジ」
（college）が、今日有力なアメリカ型「リベ
ラル教育」の母胎となる。
　19世紀は、アメリカの高等教育が独自の
歩みを始めた時代である。そこには２つの
大きな契機があった。一つは、哲学部（か
つての学芸学部）を学術研究のセンターとし
て成長させたドイツの大学に倣おうと、大手
のカレッジが科学研究部門を拡充し、やがて
学術系の教育研究組織である大学院を整備
していったアカデミックな流れ。もう一つ
は、連邦政府からの資金交付によって生まれ
た各地の州立大学が、農業や機械技術を中心
にした職業教育を起点に、実学と社会サービ
スを旨として地域の産業発展に貢献する大衆
型の大学として発展していく流れ。いずれ
も、複数の専門組織の集合体である総合大学
（university）へ向かう道すじだった。
　しかしそうした変化の傍らで、伝統的なカ
レッジ教育の理想を信奉する「リベラルアー
ツ・カレッジ」と呼ばれる一群の私立大学も、
その地歩を失うことはなかった。多くが恵ま
３　ヨーロッパを中心にしたリベラル教育の歴史は、拙稿「教養教育の歴史」『教育学の根本問題』（ミネルヴァ書房）2006年、
第12章、でやや詳しく取り上げている。
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れた自然環境の中で学寮制を敷き、教員と学
生、あるいは学生相互の親密な交流に基づく
学習共同体を構成し、大学院教育や専門職業
教育からは距離を置いて、トータルな人格形
成を旨とする特徴的なスタイルを守りつづけ
た４。
　アメリカの大学史の顕著な特色は、こう
したカレッジ教育を象徴する「共通学習」
（common learning）、すなわち普通教育の要
素を、複数のタイプに分化していく大学が、
いずれも排除しなかった点である。19世紀
も後半に入ると、西欧の先進各国はこぞっ
て、そして日本も、高等教育を産業社会に適
合した専門教育の場として整備することに努
める。先述のアメリカの総合大学の興隆も、
そうした世界の大勢であった〈専門化〉の
流れに掉さしたものにほかならない。とこ
ろがそうした世界的な潮流から１世紀以上
たった今日でも、学士課程（undergraduate 
education）の本旨は「リベラル教育」にあ
るという信念（もしくはタテマエ）は、依然
として全米に深く根を張っている。
　もちろんすべての大学が姿勢や実行形態
において斉一だったわけではない。総合大
学には基幹的な「学芸カレッジ」（College of 
Arts and Sciences）５の他に、職業教育、技
術教育を標榜する各種の学部（college もし
くは school）が増設され、それらのほとんど
は、大学院だけでなく学士課程も開設してい
る。しかし、そうした新興の、本来「非リベ
ラル」な学部組織にあっても、「リベラル教育」
の最大の所産とされる「一般教育」は、当然
のように学士プログラムに組み込まれ、必修
化されているのである６。
　20世紀全体を通して、一般教育振興運動は
アメリカ全土でうねりのように繰り返され
た。沈滞の時期があれば、国民意識の昂揚と
ともに活力を取り戻した時期もある。第１次
世界大戦後には、社会全般の問題や現代文明
の構造といった大きなテーマを多方面の学問
領域から学ばせるプログラム、あるいは過去
の名著の集中的な読解から西洋文明の核心を
体得させようとするプログラムなど、有力な
大学が創始したいくつかのタイプが注目を集
めた。
　わが国が第２次大戦後に取り入れた一般教
育の型は、ハーバード大学の報告書『自由社
会における一般教育』（General Education in 
a Free Society, 1945）が、「市民として、そ
して一つの共有文化の継承者として分かちも
つ共通領域に適応させる」教育として提唱し
た、人文・社会・自然の三系列での配分必修
方式が基になっている。外国語や保健体育の
必修もふくめて、ハーバードのモデルは全米
的に追随される影響力をもった７。
　近年でも1980年代から90年代にかけて、「一
般教育リバイバル」と言われた動きがあった。
完全にユニバーサル化し、人種・民族、年齢、
国籍など多種多様な学生をかかえる高等教育
の新時代を迎えて、多文化理解や環境など地
４　ロスブラットによれば、学校制度が未成熟であったこの時代、カレッジ教育を受ける若者たちの年齢はまだ10代半ばであっ
て自立した成人ではなく、養育し、進路を定めてやり、人格を形成してやる必要のある保護されるべき者とみなされていた。
人格形成を大きな柱とするアメリカ的なリベラル教育の伝統はそうした背景から生まれたといえる。S. ロスブラット『教養
教育の系譜――アメリカ高等教育にみる専門主義との葛藤――』（吉田・杉谷 訳、玉川大学出版部）1999年、第２章、参照。
５　この英語名称はもっとも一般的なパターンとして挙げている。実際には、例えば College of Letters and Science（カリフォ
ルニア大学ロサンゼルス校）といった、同種内のバリエーションがある。
６　かつてオレゴン州の諸大学で調査を行なった際、ある中堅の州立大学が、学芸カレッジの他に都市公共業務、ビジネス経
営、工業技術など６つの職業系の学部を有しながらも、自校の学士課程の使命は「良質のリベラル教育」（a quality liberal 
education）の提供にあると明記していたことに強い印象を受けた。拙稿「統合型一般教育の新しい試み――アメリカ・ポー
トランド州立大学の事例――」『京都大学高等教育研究』第８号、2002年12月。
７　ハーバードの報告書は、高校の普通教育の内容と繋がった一般教育を唱道した点に特徴がある。
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球規模の問題を考える総合科目が多くの大学
で設けられる一方、地域のコミュニティ・カ
レッジ（州立の短期大学）のように、若者た
ちの読み書き計算の基礎学習スキルの伸長・
定着にもっぱら注力する機関もある。そのよ
うに各大学が、固有の使命と条件の下でより
適切なプログラムを開発しようとするさまざ
まな努力が、全米的に展開されたのである８。
　学生の職業志向、専門指向は確かに抗し難
い趨勢である。だが一般教育は依然として、
「専攻履修」（major あるいは concentration）、
そして自由選択科目と並ぶ学士課程の不可欠
な要素であり、卒業要件の単位のおよそ３分
の１程度を占めている。19世紀までのカレッ
ジにはあった、全科目必修の「リベラルアー
ツ教育」はもはや存在しない。それでも、専
攻履修を通して学修の一定の〈深さ〉depth 
を満たしながら、それを一般教育の〈広さ〉
breadth と高次に統合するという方式の下
に、アメリカの「リベラル教育」は生きつづ
けている９。
４．近年のリベラル教育
　上記したように、今日の「リベラル教育」
は学士課程での専門的な学修をまったく排除
するようなものではない。したがって、「リ
ベラル教育」とは「教養教育」のことで「専
門教育」の対照語であると見るのは誤りであ
る。「リベラル教育」と明確に区別されるの
は大学院レベルでの専門教育であって、こち
らには、「プロフェッショナルスクール」と
いわれる大学院で専修される農業、工学、ビ
ジネス、法律、行政、医療等の「職業・技術
教 育 」（vocational or technical education）、
そして人文学・社会科学・自然科学の内の
特定の学問分野（discipline）を対象とした
「研究大学院」（graduate school of arts and 
sciences）での学修という２種類がある。
　この後者のタイプの大学院で修める、例
えば倫理学、経済学、物理学といった諸々
の discipline は、前者の職業的技術的専門分
野と区別して、「リベラルアーツ学問分野」
（liberal arts and science disciplines）と総称
されることが多い10。実用性・応用性に束縛
されないアリストテレス的な知性の活動とし
て一括されるわけである。そうなるとアメリ
カにおける「リベラルアーツ教育」を「教養
的教育」と理解するのも早計ということにな
る。それらの学術的なdisciplineは、確かに
学士課程の一般教育では入門的段階を、それ
も選択履修するに過ぎない。だがそれを専攻
履修（major）に選んだ者は当然、集中的・
専門的に学習するし、研究大学院ではさらに
高度な学問的探究の対象となるからである。
「リベラルアーツ教育」は、専門教育に対抗
する教養教育としてではなく、職業専門教育
に対抗する「アカデミックな学術専門教育」
の意味でとらえる方が、今日の大方の理解に
沿うと思われる。
　
　これまでの経緯をたどるだけで紙数が尽き
てしまった。ここで、現在の「リベラル教育」
の代表的、かつ最も一般的な定義と思われる
ものを紹介しよう。「リベラル教育」の推進
８　拙稿「一般教育」波多野進他『大衆社会における大学教育』（晃洋書房）2002年、第６章、参照。
９　吉田文の表現を借りれば、「liberal education の正統性」こそが、日米の教育制度の違いを分ける理念である。「アメリカ
の学士課程カリキュラムの構造と機能――日本との比較分析の視点から――」『学士課程プログラム：高等教育研究 第８集』
日本高等教育学会編、2005年、参照。
10　つまり高等教育の専門学修には、究めようとする対象によって、「プロフェッション」と「リベラルアーツ」の２種類が
あるということになる。館昭「学士課程教育という発想の必要性――〈学部教育から学士教育へ〉再再論――」『ＩＤＥ現
代の高等教育』No.498, 2008年2-3月号、など参照。
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運動体の中核である全米組織、「アメリカ大
学協会」（Association of American Colleges 
and Universities, 略称ＡＡＣ＆Ｕ）が掲げる
ものである。人々が「リベラル教育」に寄せ
る思念は多様多彩だが、これは多数者による
長期の議論を経た最大公約数的な定式である
ことに価値がある11。
「リベラル教育とは、ある一つの学習へ
のアプローチで、人間一人一人に力を与
え、彼らが複雑さや多様性、変化といっ
たものに対処できるような準備をさせる
ものである。それは、学生たちにより広
い世界（例えば科学、文化、社会）につ
いて広範な知識を提供するが、同様にあ
る特定の関心領域については深い学習を
提供する。リベラル教育は、学生たちが
社会人としての責任感を伸長することを
助け、そして同時に、強力で転移性のあ
る知的で実際的ないくつかのスキル――
コミュニケーション、分析・問題解決の
スキル、さらに現実の関わりの中に知識
とスキルを応用する目に見える形の技量
――の伸長を助けるようにはたらくので
ある。」
　めざすものは責任ある市民としての人格
性、それを基礎づけるのが共通教育と専攻履
修を併せた学習過程、そしてその学習の成果
として現れるのは、複雑多様に変化する現実
の世界にアクティヴに関わり、その安定や改
善に寄与する姿勢と能力――「リベラル教育」
のヴィジョンを構成するのは、大略こうした
諸要素であろう。
　「リベラルアーツ」の語感からか、知性の
錬磨を「リベラル教育」の本旨ととる人々は
わが国にも少なくない。確かに広い豊かな知
識と批判的・分析的知性の獲得は、成果とし
て欠かせない部分ではあるが、正しく知るた
めの〈スキル〉が最終目的というわけではな
い。古代ローマ以来の理念をアメリカ人たち
が継承し発展させた結果、今日、広く合意さ
れている「リベラル教育」のエッセンスは―
―わが国の1998年の大学審議会答申が「幅広
く深い教養」と並べて、やや唐突に掲げた―
―「高い倫理観」、そしてその実社会での発
動にあるということができる12。そしてあえ
て“liberal education”に訳語をつけるならば、
やや古風ではあるが、「自由市民教育」が最
適と考えられる。
　さて今世紀初頭の「リベラル教育」は、
それがどのような「学習成果」（learning 
outcomes）を人々の職業生活や市民生活に
もたらすものであるかという議論で盛り上が
りを見せているようである。高等教育の世界
的な普及は、学士課程の成果を標準化ないし
規格化し、その質の安定を図るまでにいたっ
た。わが国でも「学士力」や「社会人基礎力」
といった、学生の専攻分野をこえた汎用的な
能力の定式化が試みられている。そのほぼ同
時期に、アメリカでも「21世紀型」の「リベ
ラル教育」を新たに定義して、時代や社会環
境の変化に柔軟に適応する「リベラル教育」
の不変の生命力を謳おうとする動きが起こっ
た。その詳細の紹介は他日を期したい。（了）
11　「アメリカ大学協会」は、この「リベラル教育」の定義にそえて、「リベラルアーツ」は人文学・社会科学・自然科学の中
の特定の専門分野のことで、「リベラル教育」と混同しないよう注意を促している。
　http://www.aacu.org/leap/what_is_liberal_education.cfm
12　例えば哲学者クラッキーは、リベラル教育が何よりも失ってはならぬものは“moral perspective”であり、目的が“cognitive 
skills”に還元されてはならないと述べている。Andrew Chrucky, “The Aim of Liberal Education,” DiText, September 1, 
2003. 
